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新入職員のみなさん　ようこそ民医連へ

伝えていきたい私の民医連○ 新潟・関川  智子（中）
シリーズ  ONE TEAMで立ち向かおう③／愛媛・今村  高暢

シリーズ  若者とともに主権者になろう③／東京都立大学・宮下与兵衛

いま、なぜ憲法改悪なのか パートⅡ○ 若手弁護士の会
縮図からみる世界36 どちらのメッセージも嘘八百だ／斎藤  貴男
私の趣味・こだわり紹介② 透明なものってなぜか惹かれません？／青森・大川  誠也

87

いわさきちひろ「蝶と少女」1971年（14ページに作品のコメントと美術館のご案内をしております）

前期慰労金の現況報告書を４月中旬に発送します。５月になっても届かない場合はご連絡ください（03-3814-5044）。
受付期間は５・６月です。しめきりは６月30日です。今回から厚生年金振込（ハガキ等）のコピーは後期にのみ年１回貼付してください。
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と
で
、
職
員
が
抱
え
る
先
行
き
の
不
安
を

軽
減
し
た
り
、
自
分
で
対
処
す
る
力
が
備

わ
り
ま
す
。

　

以
前
か
ら
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者

や
新
人
や
妊
産
婦
な
ど
の
職
員
に
は
配
慮

を
要
し
ま
す
。
ま
た
生
活
上
の
困
難
を
抱

え
て
い
た
り
、
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
が
少
な

か
っ
た
り
、
本
人
や
家
族
が
周
囲
の
人
た

ち
か
ら
偏
見
や
疎
外
を
受
け
て
い
る
職
員

が
い
る
場
合
は
特
に
注
意
し
ま
す
。

同
僚
同
士
で
支
え
合
う

「
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
で

信
じ
、
語
り
、
気
遣
い
あ
う

　

同
僚
同
士
で
互
い
に
支
え
合
う
「
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
を
奨
励
し
ま
す
。
「
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
」
と
は
、
共
に
困
難
な
状

況
を
抱
え
、
不
安
や
孤
立
す
る
恐
れ
を
共

有
す
る
ピ
ア
（
仲
間
）
と
し
て
、
相
手
を

管
理
者
が
職
員
を
守
る

ラ
イ
ン
ケ
ア

 

先
行
き
の
見
え
な
い
感
染
状
況
の
中
、

職
員
の
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
は
大
き
く
、

ス
ト
レ
ス
も
た
ま
っ
て
い
る
状
況
か
と
思

い
ま
す
。
職
員
の
健
康
を
守
る
に
は
、
個

人
が
自
身
を
守
る
セ
ル
フ
ケ
ア
と
管
理
者

が
職
員
を
守
る
ラ
イ
ン
ケ
ア
が
必
要
で
す
。

今
回
は
、
管
理
者
が
職
員
を
守
る
ラ
イ
ン

ケ
ア
に
つ
い
て
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
管
理
者
が
職
員
を
守

る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
は
自
分
自
身
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
上

の
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

ま
ず
職
場
責
任
者
は
、
日
常
的
に
職
員

の
心
身
の
健
康
状
態
を
あ
た
た
か
く
見
守

り
、
調
子
が
悪
く
な
っ
た
時
に
職
員
自
身

が
伝
え
や
す
く
な
る
職
場
づ
く
り
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

 

休
息
は
、
心
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に

は
と
て
も
大
切
で
す
。
残
業
時
間
や
休
日

を
把
握
し
て
職
員
が
十
分
に
休
息
が
取
れ

て
い
る
か
を
把
握
し
ま
す
。
年
休
の
計
画

的
取
得
の
援
助
や
特
別
休
暇
制
度
の
検
討

な
ど
も
有
効
で
す
。
ま
た
職
員
が
自
分
の

ケ
ア
（
セ
ル
フ
ケ
ア
）
を
十
分
に
行
え
る

よ
う
に
促
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
員
と
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
普
段
と
違

う
様
子
が
見
え
る
よ
う
な
ら
一
声
か
け
て

く
だ
さ
い
。
心
配
な
こ
と
を
口
に
し
た
時

は
早
め
に
面
談
を
行
い
ま
す
。
不
調
が
続

く
よ
う
な
ら
、
早
期
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　

同
時
に
正
確
で
最
新
の
情
報
が
す
べ
て

の
職
員
に
行
き
渡
る
よ
う
に
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。
情
報
が
正
し
く
行
き
渡
る
こ

尊
重
し
、
互
い
の
力
を
信
じ
、
語
り
合
い
、

気
遣
い
合
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
定

期
的
に
職
員
間
や
管
理
者
と
職
員
間
な
ど

で
心
配
事
を
言
葉
に
し
た
り
、
質
問
が
で

き
る
よ
う
な
短
時
間
の
話
し
合
い
の
場
が

設
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
望
ま
し
い
で
す
。

　

最
後
に
管
理
者
や
職
場
責
任
者
自
身
は
、

立
場
上
、
責
任
感
よ
り
重
い
重
圧
が
か
か

り
、
職
員
同
様
に
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
管
理
者
自
身
も
セ

ル
フ
ケ
ア
を
励
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
管
理
者
集
団
自
身
も
率
直
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
、
お
互
い
に
ピ

ア
・
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
集
団
に
な
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

そ
れ
で
も
ス
ト
レ
ス

が
増
す
と
き
は
、
信
頼

で
き
る
友
人
や
専
門
家

な
ど
、
適
切
な
人
に
連

絡
を
取
り
、
支
援
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

管
理
者
自
身
が
適
切

に
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す

る
こ
と
が
職
員
の
見
本

に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

全日本民医連
「職員の健康を守る動画」ページ
https://www.min-iren.gr.jp/?p=40258

※「iZip」などの解凍アプリを利用すればスマホでも見れます。

全
日
本
民
医
連
職
員
健
康
管
理
委
員
会
委
員
長
・

愛
媛
医
療
生
協
理
事
長
・
愛
媛
生
協
病
院
院
長

今
村  

高
暢
（
精
神
科
・
心
療
内
科
）

コ
ロ
ナ
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
②
：

　
　
　
　
　
　

ラ
イ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

新
シ
リ
ー
ズ
（
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
）

お
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❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸❸

た
か
の
ぶ

ま
ち
が
い
さ
が
し 

❹

ま
ち
が
い
さ
が
し 

ま
ち
が
い
さ
が
し 

上
下
の
絵
で
５
カ
所
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。
６
カ

所
の
エ
リ
ア
に
ま
ち
が
い
の
〝
な
い
〞
エ
リ
ア
１
カ

所
は
Ａ
〜
Ｆ
の
う
ち
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。
応
募
の
き

ま
り
は
14
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A B C

D E F

A B C

D E F

〔
エ
リ
ア
表
〕

作・中根愛希乃（大阪・同仁会）※線の太さや角度の違いはまちがいではありません。

寒
さ
が
厳
し
く
道
路
が
ツ
ル
ツ
ル
で
す
。
気
合
を
入
れ
て
歩
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
転
ん
で
い
ま
せ
ん
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
海
道
・
勤
医
協
中
央
病
院
・
中
野
佐
和
子
）

北
海
道
で
は
節
分
の
豆
ま
き
は
落
花
生
を
使
い
ま
す
。
豆
ま
き
に
使
っ
た
落
花
生
を
く
る
み
代
わ
り
に
し
て
パ
ン
を
焼
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
北
海
道
・
勤
医
協
伏
古
10
条
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
桑
田
伸
子
）
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突
然
主
権
者
に
は
な
れ
な
い
。
学
校
で
主

権
者
に
な
る
た
め
の
訓
練
を
し
て
い
く
た

め
に
、
要
求
を
受
け
入
れ
て
、
中
学
生
以

上
の
生
徒
を
学
校
運
営
と
教
育
行
政
の
委

員
と
す
る
」
と
し
て
法
律
化
し
ま
し
た
。

以
来
、
学
校
の
校
則
や
教
育
課
程
や
行
事

や
予
算
の
使
い
方
な
ど
を
決
め
る
日
本
の

職
員
会
議
に
あ
た
る
も
の
は
、教
師
、生
徒
、

保
護
者
、地
域
の
代
表
に
よ
る
会
議
に
よ
っ

て
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
国
の

教
育
を
決
め
る
中
央
教
育
審
議
会
に
も
高

校
生
代
表
委
員
が
４
名
入
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
民
主
的
な
学
校
運
営
は
欧
米

各
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
な
ど
に
広
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
学
校
で
権
利
と
民
主
主
義
を
学
び
、

同
時
に
権
利
と
民
主
主
義
を
生
き
て
い
る

の
で
す
。
一
方
、
日
本
で
は
第
一
回
に
書

　

１
９
６
８
年
は
私
が
高
校
生
の
時
で
し

た
が
、
こ
の
年
、
日
本
で
も
世
界
で
も
大

学
生
を
中
心
と
し
た
若
者
た
ち
が
立
ち
上

が
り
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
の
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
ソ
ン
ミ
村
虐

殺
事
件
な
ど
に
対
す
る
反
戦
運
動
、
そ
し

て
学
校
の
民
主
化
を
求
め
る
運
動
な
ど
が

世
界
各
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日

本
で
は
翌
年
に
文
部
省
が
一
部
の
過
激
な

運
動
を
口
実
に
、
高
校
生
の
政
治
活
動
禁

止
と
実
質
的
な
政
治
教
育
禁
止
の「
通
達
」

を
全
高
校
に
出
し
た
の
で
す
。
以
来
、
２

０
１
５
年
に
こ
の
通
達
を
文
科
省
が
廃
止

す
る
ま
で
46
年
間
に
わ
た
り
、
日
本
の
学

校
で
は
政
治
教
育
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な

く
な
り
、
高
校
生
は
政
治
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

今
の
若
者
だ
け
で
な
く
、
現
在
65
歳
以
下

の
国
民
、そ
し
て
教
師
た
ち
も
全
員
、ま
と

も
な
政
治
教
育
を
受
け
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
欧
米
各
国
で
は
そ
の
反
対
に
な

り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
政
治
的
権
利
も

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
デ
モ
や
集

会
に
参
加
す
る
権
利
、
高
校
生
に
な
る
と

全
国
高
校
生
組
合
な
ど
を
つ
く
る
結
社
の

権
利
（
欧
米
各
国
に
あ
る
）、
学
校
運
営

や
教
育
行
政
に
正
式
な
委
員
と
し
て
参
加

す
る
権
利
な
ど
で
す
。
こ
れ
が
世
界
的
な

条
約
に
な
っ
た
の
が
国
連
・
子
ど
も
の
権

利
条
約
で
す
。

　

例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
１
９
６
８
年

に
若
者
た
ち
の
学
校
運
営
へ
の
参
加
要
求

に
対
し
て
、
ド
ゴ
ー
ル
大
統
領
は
保
守
派

で
し
た
が
、「
フ
ラ
ン
ス
は
共
和
制
つ
ま
り

国
民
が
主
権
者
の
国
で
あ
る
。
18
歳
か
ら

い
た
よ
う
に
、
少
し
で
も
校
則
を
変
え
よ

う
と
努
力
し
て
も
理
由
も
言
わ
ず
に
拒
否

さ
れ
て
挫
折
感
し
か
残
ら
な
い
と
い
う
学

校
が
多
い
の
で
す
。
「
民
主
主
義
っ
て
教

科
書
に
書
い
て
あ
る
理
想
で
し
ょ
。
現
実

は
違
う
と
い
う
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し

た
」
と
大
学
生
た
ち
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
よ
う
に
流
さ
れ
る
国
会
議
員
や

官
僚
の
腐
敗
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
た
び
に
、

理
想
を
諦
め
、
現
実
に
追
従
、
忖
度
し
て

い
く
若
者
を
育
て
て
い
て
は
い
け
な
い
と

痛
感
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
た
く

　

「…

ビ
キ
ニ
事
件
の
こ
と
は
今
ま
で
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。…

何
十
年
経
っ
た
今
で
も
放
射
能
で

近
寄
れ
な
い
ほ
ど
の
当
時
の
水
爆
の
威
力
は
、
ど

ん
な
に
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
の
か
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
世
界
か
ら
核
兵
器
が
消
え
な
い
こ

と
に
疑
問
が
残
り
ま
す
」（
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
に

初
参
加
の
薬
局
職
員
か
ら
の
感
想
）

　

こ
と
ぶ
き
薬
局
で
は
、
朝
会
で
３
・
１
ビ
キ
ニ

デ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
み
合
わ
せ
す
る
な
ど

事
前
学
習
を
行
い
、
ビ
キ
ニ
集
会
は
４
名
で
オ
ン

ラ
イ
ン
視
聴
し
ま
し
た
。
事
前
学
習
で
は
三
島
共

立
病
院
の
薬
剤
師
が
中
心
と
な
っ
て
初
参
加
の
職

員
等
と
い
っ
し
ょ
に
、
絵
本
『
ば
ら
の
祈
り
』
な

ど
も
紹
介
・
活
用
し
な
が
ら
学
習
し
ま
し
た
。

　

絵
本
『
ば
ら
の
祈
り
』
は
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
被

災
し
た
第
五
福
竜
丸
の
無
線
長
、
久
保
山
愛
吉
さ

ん
の
妻
す
ず
さ
ん
の
生
涯
を
描
き
、
ビ
キ
ニ
事
件

や
そ
の
後
の
核
兵
器
廃
絶
運
動
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
、
県
連
事
業
所
の
元
職
員
や
県
母
親
大
会
連
絡

会
の
方
が
出
版
し
ま
し
た
。

　

県
連
全
体
で
は
各
事
業
所
を
拠
点
と
し
て
46
人

が
集
会
を
視
聴
。
「
画
面
右
の
チ
ャ
ッ
ト
ス
ペ
ー

ス
に
、
県
連
や
三
島
新
日
本
婦
人
の
会
の
方
な
ど
、

静
岡
県
内
の
参
加
の
声
が
次
々
と
発
信
さ
れ
る
様

子
が
よ
か
っ
た
で
す
」
「
何
人
か
の
発
言
で
『
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
10
年
』
と
い
う
言
葉
が
聞

か
れ
た
が
同
じ
思
い
で
あ
る
。
脱
被
ば
く
と
い
う

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

静
岡
民
医
連
・
静
岡
健
康
企
画　

事
務　

戸
塚  

幸
江

東
京
都
立
大
学　

宮
下
与
兵
衛

若
者
と
と
も
に
主
権
者
に
な
ろ
う

若
者
と
と
も
に
主
権
者
に
な
ろ
う

新
シ
リ
ー
ズ
（
６
回
シ
リ
ー
ズ
で
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
す
）

い
た
よ
う
に
、
少
し
で
も
校
則
を
変
え
よ

宮下与兵衛（みやした・よへえ）

東京都立大学・特任教授（教育学）。元長野県立高校教
諭。生徒の学校づくり参加、地域づくり参加による主権
者教育を実践、研究してきた。現在は日本と海外の若者
と主権者教育の比較研究をしている。著書『学校を変え
る生徒たち』『地域を変える高校生たち』『高校生の参加と
共同による主権者教育』（いずれも、かもがわ出版）。各
県の民医連の研修会で職場での主権者教育についてオン
ライン講演をしている。

2021年4月号 2021年4月号 89

「私の趣味・こだわりを紹介します」

応募者全員にもれなく
Amazonギフト券か
クオカード2000円

音楽、映画、書籍（漫画）、料理、スポーツ、車、バイク、キャンプなどテーマはさまざま。趣味やこだわっていること、
読んでいる方が楽しくなる、やってみたいと思えるようなことの紹介。おバカだなと思うことなど。

６月30日まで　※年に複数回〆切を設けます

・文章600文字以上～800文字以下、あわせて作品として交流するために写真・イラスト2点以上4点以内として応募してください
・A4「Microsoft Word」1枚にタイトル、県連・事業所名・職種・お名前（ペンネーム可）を記載してレイアウト
・「共済だより」への掲載が可能なこと。掲載のためのレイアウトは必要に応じて編集部で行います
・県連名、事業所名、職種、お名前、Amazonギフト券かクオカード希望と明記して「共済だより」（表紙のQRコード
　からも可）宛に送付
・「Word」に必要事項が全て記入されていない場合は対象外とさせていただきます
・「Word」への写真の貼り方などはネットなどで調べてください
・手書きでの郵送は不可とさせていただきます
・指定職員であること（指定職員かどうかは法人の担当者に確認して下さい。退職者は除きます）
・締切り毎に応募は1回まで！締切毎にテーマは変えて応募してください
・今回の６月30日締切作品から、厚生事業協のホームページに掲載し紹介します。よって応募作品は
　応募時のそのままを紹介しますのでご了承ください

・応募者全員にもれなくAmazonギフト券（応募の電子メールにギフト券番号を送付）かクオカード2000円をプレゼント
・選考を行い、優秀なものは「共済だより」へ掲載し、さらにクオカード3000円贈呈（選考は福利厚生委員会・機関紙委
　員会で行います）

募集期間

応募要件

参 加 賞

ア
ピ
ー
ル  

平
和
を
守
ろ
う

地
元
県
民
と
し
て
、焼
津・第
五
福
竜
丸・ビ
キ
ニ
事
件
を
学
び
伝
え
る

ことぶき薬局事前学習

　米国は1954年3月1日、中部太平
洋上のマーシャル諸島ビキニ環礁で
「ブラボー実験」を行いました。初め
ての水爆実験でした。原爆から水爆へ、
核軍備競争は人類絶滅へと危険な段階
へ入ったのです。
　水爆の威力は15メガトン、広島に
投下された原爆の約1000倍に相当し
ます。爆発により生じた放射性降下物
「死の灰」によって、当時、ロンゲ
ラップやウトリック環礁など、マー
シャル諸島の島民は、直接被ばくしま
した。また、「死の灰」はビキニ島よ
り東北に約160キロ離れた海域でマグ
ロ漁をしていた第五福竜丸にも降り注
ぎ、乗組員23名も被ばくし、日本の
多くのマグロ漁船が「死の灰」を浴び
ました。
（原水協2021.3.1ビキニデーパンフレットより）

米国によるビキニ環礁における水爆実験米国によるビキニ環礁における水爆実験
ビキニ事件のはじまりビキニ事件のはじまり

患
者
さ
ん
か
ら
職
員
あ
て
に
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
で
と
ス
テ
キ
な
激
励
の
は
が
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
温
か
な
想
い
を
感
じ

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
群
馬
・
通
町
診
療
所
・
大
嶋
真
由
美
）

新
文
化
交
流
企
画
楽
し
み
で
す
。
自
分
も
何
か
応
募
で
き
な
い
か
と
考
え
中
で
す
。
（
秋
田
・
中
通
総
合
病
院
・
高
橋
敦
子
）



　

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
過
ぎ
た
。
節
目
の
年
の

３
・
11
前
後
は
、
例
年
以
上
の
報
道
が
溢
れ
、
そ
れ
ら

に
登
場
し
た
人
々
の
誰
も
が
。
「
風
化
さ
せ
る
ま
じ
」

の
思
い
を
語
っ
て
い
た
。

　

一
方
で
、
こ
の
７
月
に
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
〝
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
世
界
に
発
信
す
る
機
会
〞
で
、
か
つ
〝
人
類
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
っ
た
証
し
〞
だ
と
す
る

〝
意
義
〞
を
装
い
な
が
ら―

―

。

　

ど
ち
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
嘘
八
百
だ
。
コ
ロ
ナ
云
々

は
日
本
が
太
平
洋
戦
争
で
勝
利
し
た
と
思
い
込
ん
で
い

た
南
米
移
民
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
〝
勝
ち
組
〞
を
連
想
さ

せ
る
。
バ
カ
バ
カ
し
さ
の
窮
み
だ
が
、
復
興
云
々
も
ま

た
、
タ
チ
の
悪
す
ぎ
る
デ
ッ
チ
上
げ
で
し
か
な
い
で
は

な
い
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
以
前
は
、
〝
復

興
〞
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
の
ス
タ
ー
ト
地
点
も
原
発
事
故
の
避
難
所
に
な
っ

た
福
島
県
浜
通
り
南
部
の
サ
ッ
カ
ー
施
設
「
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施
し
た

全
国
世
論
調
査
で
も
、
被
災
地
の
復
興
が
「
か
な
り
進

ん
で
い
る
」
と
答
え
た
人
が
全
体
の
９
％
、
「
あ
る
程

度
進
ん
で
い
る
」
が
61
％
で
、
合
計
７
割
を
占
め
る
結

果
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
実
に
い
い
か
げ
ん
な

数
字
で
あ
る
こ
と
は
、
同
じ
調
査
で
、
被
災
地
の
現
状

を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
「
な
い
」
と
し
た
人
が
過
半
数

だ
っ
た
事
実
で
明
ら
か
だ
。
何
も
知
ら
な
い
人
々
の
テ

キ
ト
ー
な
答
え
を
集
計
し
た
〝
世
論
調
査
〞
に
意
味
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
実
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
関

係
な
く
、
復
興
が
〝
進
ん
で
い
る
〞
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
数
派
な
の
だ
と
世
間
に
見
せ
か
け
た
い
、
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
公
共
放
送
が
聞
い
て
呆
れ
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
も
つ
く
づ
く
堕
ち
た
。

　

現
実
に
は
復
興
な
ど
ほ
ど
遠
い
。
な
る
ほ
ど
東
北
各

地
に
は
、
「
復
興
」
の
冠
の
つ
い
た
道
路
が
た
く
さ
ん

開
通
し
た
。
「
イ
オ
ン
」
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建
設
も
相
次
い
だ
。
三
陸
鉄

道
の
全
面
復
旧
な
ど
、
復
興
の
〝
シ
ン
ボ
ル
〞
と
言
わ

れ
る
〝
い
い
話
〞
は
数
限
り
な
い
。

　

だ
が
、
10
年
経
っ
て
も
故
郷
に
帰
れ
な
い
人
々
、
甲

状
腺
が
ん
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
大

勢
い
る
。
津
波
に
流
さ
れ
、
原
発
事
故
に
息
の
根
を
止

め
ら
れ
た
中
小
・
零
細
の
商
店
や
工
場
は
再
生
不
能
だ
。

傍
か
ら
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
街

で
も
、
実
は
い
つ
の
間
に
か
主
人
公
が
入
れ
替
わ
っ
て

い
て…

。

　

そ
れ
で
も
東
京
五
輪
は
、〝
復
興
〞の
政
官
財
製
物
語

を
世
界
に
バ
ラ
撒
い
て
い
く
。
歴
史
は
か
く
し
て
創
ら

れ
る
の
か
。
創
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
嘘
八
百
だ

あ
ふ

き
わ

は
た

に
ぎ

斎藤　貴男（さいとう　たかお）

1958年東京生まれ。早稲田大学商学部卒。英国バーミン
ガム大学大学院修了。主な著書に『機会不平等』『国民の
しつけ方』『戦争経済大国』『平成とは何だったのか』『驕る
権力、煽るメディア』『決定版 消費税のカラクリ』など。

斎藤  貴男

縮図からみる世界【36】
シリーズ

いま、なぜ憲法改悪なのか
○ 理不尽な校則と生徒指導は、子どもを“支配”する道具
　　　～福岡県弁護士会が調査・報告～
87

シリーズ

「明日の自由を守る若手弁護士の会」共同代表   黒澤いつき
公式ブログ　https://www.asuno-jiyuu.com/

　

か
つ
て
通
っ
て
い
た
学
校
の
校
則
に
、
お

か
し
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？　

校
則
が
子
ど
も
の
人
格
、
尊
厳
に
及
ぼ
す
害

は
、
と
て
も
深
刻
で
す
。

　

福
岡
県
弁
護
士
会
は
今
年
２
月
、
校
則
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
福
岡
市
の
市

立
中
学
校
69
校
の
校
則
に
つ
い
て
調
査
検
討

し
、
「
校
則
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
に
ま

と
め
て
公
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
弁
護
士

会
は
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
「
中
学
校
校

則
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
を
公
表
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
校
則
と
し
て
制
服
（
標
準
服
）
の

着
用
や
ス
カ
ー
ト
丈
の
規
定
、
冬
服
と
夏
服

の
衣
替
え
は
も
ち
ろ
ん
、
靴
下
、
髪
型
、
持

ち
物
の
細
か
い
規
則
の
存
在
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
そ
の
校
則
の
指
導
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
生
徒
や
保
護
者
へ
の
聞
き
取

り
調
査
の
結
果
、
例
え
ば
（
ご
く
一
部
で
す

が
）
下
記
の
よ
う
な
事
実
が
出
て
き
ま
し
た
。

・
あ
る
教
科
で
は
「
校
則
ひ
と
つ
で
高
校
落

ち
る
ぞ
」
と
毎
回
20
分
ほ
ど
同
じ
話
を
さ

れ
る
。
授
業
を
し
て
欲
し
い
。

・
何
か
と
「
連
帯
責
任
」
を
取
ら
さ
れ
る
。

・
横
髪
が
少
し
で
も
耳
に
か
か
っ
て
い
る
と

「
部
活
や
め
ろ
」
と
言
わ
れ
る
。

・
コ
ロ
ナ
で
学
校
に
行
け
ず
５
月
下
旬
に

や
っ
と
入
学
で
き
た
の
に
、
入
学
し
て
す

ぐ
に
、
中
１
の
女
子
生
徒
が
男
の
先
生
か

ら
下
着
の
色
を
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、

学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

・
も
と
も
と
髪
の
色
が
明
る
い
生
徒
に
対
し
、

毎
回
「
気
を
つ
け
な
さ
い
」
と
指
導
し
て

い
た
。

・
地
毛
な
の
に
２
カ
月
以
上
毎
日
職
員
室
に

髪
の
色
を
見
せ
に
い
か
さ
れ
た
。
保
護
者

が
抗
議
し
て
も
「
親
ぐ
る
み
の
こ
と
が
あ

る
か
ら
」
と
言
っ
て
続
け
さ
せ
ら
れ
た
。

・
生
徒
会
で
校
則
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
先
生
か
ら
校
則
の
議
論
は
し

て
は
な
ら
な
い
と
止
め
ら
れ
た
。

・
生
徒
総
会
で
校
則
に
関
す
る
質
問
が
出
た

ら
、
そ
れ
を
止
め
る
よ
う
に
先
生
か
ら
言

わ
れ
た
。

　

法
律
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る

と
お
り
、
あ
る
共
同
体
に
全
員
が
「
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
」
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
ル
ー
ル
に
は
必
要
性
と
合
理
性

が
あ
る
は
ず
で
す
。
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
は
ダ
メ

だ
と
か
、
靴
ひ
も
の
色
は
白
と
か
、
そ
ん
な

ル
ー
ル
の
ど
こ
に
学
校
教
育
上
の
必
要
性
や

合
理
性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
？　

子
ど
も
の

個
性
や
自
己
決
定
権
を
奪
う
無
駄
な
校
則
は
、

た
だ
た
だ
教
師
が
生
徒
を
支
配
す
る
た
め
の

道
具
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

合
理
性
も
必
要
性
も
な
い
理
不
尽
な
校
則

に
無
条
件
に
従
わ
せ
、
「
こ
ん
な
校
則
は
お

か
し
い
」
と
い
う
訴
え
を
無
視
し
た
り
封
じ

た
り
す
る
と
、
生
徒
は
自
ず
と
「
権
力
に
は

黙
っ
て
従
う
し
か
な
い
」
「
長
い
も
の
に
は

巻
か
れ
る
し
か
な
い
」
と
肌
で
〝
学
ん
で
〞

し
ま
い
ま
す
。
教
師
が
内
申
を
ど
う
書
く
か

ち
ら
つ
か
せ
て
生
徒
の
意
見
を
封
じ
る
の
は

脅
し
で
し
か
な
く
、
理
不
尽
な
ル
ー
ル
に
勇

気
を
出
し
て
声
を
あ
げ
、
議
論
す
る
よ
う
な

子
が
育
つ
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
権
力
に

「
従
順
」
な
人
間
を
育
て
て
し
ま
う
、
支
配

の
よ
う
な
生
活
指
導
は
即
刻
改
め
る
べ
き
で

す
（
異
論
を
許
さ
ず
排
除
し
、
恫
喝
し
て
忖

度
さ
せ
る
現
政
権
の
政
治
方
針
や
、
政
治
に

無
関
心
だ
っ
た
り
、
最
初
か
ら
諦
め
て
声
を

あ
げ
な
い
多
く
の
国
民
が
、
こ
こ
で
の
教
師

と
生
徒
と
、
と
て
も
似
て
い
る
こ
と
は
、
偶

然
と
は
い
え
な
い
も
の
を
感
じ
ま
す
）。

　

福
岡
弁
護
士
会
は
意
見
書
で
、
例
え
ば

「
下
着
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
校
則
に
規
定

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
教
員
が
生
徒
の
下
着
を

目
視
し
て
違
反
調
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
、
生
徒
の
自
尊
心
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
の
侵
害
を
伴
う
も
の
で
あ
る
以
上
、

直
ち
に
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
、
合
理

性
も
必
要
性
も
無
い
規
制
は
廃
止
か
見
直
し

が
必
要
な
こ
と
や
、
教
師
の
恣
意
的
な
指
導

や
不
当
な
指
導
は
人
権
侵
害
に
あ
た
る
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
校
則
の
調
査
や
見
直
し
は
、
全

国
的
に
も
行
わ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

＊
３
月
16
日
、
萩
生
田
大
臣
は
参
議
院
に
て

「
人
権
・
人
格
を
否
定
す
る
校
則
は
望
ま

し
く
な
い
」
「
お
か
し
な
校
則
を
変
え
よ

う
と
生
徒
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
は
い
い
こ

と
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
過
ぎ
た
。
節
目
の
年
の

３
・
11
前
後
は
、
例
年
以
上
の
報
道
が
溢
れ
、
そ
れ
ら

に
登
場
し
た
人
々
の
誰
も
が
。
「
風
化
さ
せ
る
ま
じ
」

の
思
い
を
語
っ
て
い
た
。

　

一
方
で
、
こ
の
７
月
に
は
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
〝
大
震
災
か
ら
の
復

興
を
世
界
に
発
信
す
る
機
会
〞
で
、
か
つ
〝
人
類
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
っ
た
証
し
〞
だ
と
す
る

〝
意
義
〞
を
装
い
な
が
ら―

―

。

　

ど
ち
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
嘘
八
百
だ
。
コ
ロ
ナ
云
々

は
日
本
が
太
平
洋
戦
争
で
勝
利
し
た
と
思
い
込
ん
で
い

た
南
米
移
民
た
ち
、
い
わ
ゆ
る
〝
勝
ち
組
〞
を
連
想
さ

せ
る
。
バ
カ
バ
カ
し
さ
の
窮
み
だ
が
、
復
興
云
々
も
ま

た
、
タ
チ
の
悪
す
ぎ
る
デ
ッ
チ
上
げ
で
し
か
な
い
で
は

な
い
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
以
前
は
、
〝
復

興
〞
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
の
ス
タ
ー
ト
地
点
も
原
発
事
故
の
避
難
所
に
な
っ

た
福
島
県
浜
通
り
南
部
の
サ
ッ
カ
ー
施
設
「
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
昨
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実
施
し
た

全
国
世
論
調
査
で
も
、
被
災
地
の
復
興
が
「
か
な
り
進

ん
で
い
る
」
と
答
え
た
人
が
全
体
の
９
％
、
「
あ
る
程

度
進
ん
で
い
る
」
が
61
％
で
、
合
計
７
割
を
占
め
る
結

果
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
実
に
い
い
か
げ
ん
な

数
字
で
あ
る
こ
と
は
、
同
じ
調
査
で
、
被
災
地
の
現
状

を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
「
な
い
」
と
し
た
人
が
過
半
数

だ
っ
た
事
実
で
明
ら
か
だ
。
何
も
知
ら
な
い
人
々
の
テ

キ
ト
ー
な
答
え
を
集
計
し
た
〝
世
論
調
査
〞
に
意
味
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
実
な
ど
と
は
ま
っ
た
く
関

係
な
く
、
復
興
が
〝
進
ん
で
い
る
〞
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
数
派
な
の
だ
と
世
間
に
見
せ
か
け
た
い
、
と
い
う

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
公
共
放
送
が
聞
い
て
呆
れ
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
も
つ
く
づ
く
堕
ち
た
。

　

現
実
に
は
復
興
な
ど
ほ
ど
遠
い
。
な
る
ほ
ど
東
北
各

地
に
は
、
「
復
興
」
の
冠
の
つ
い
た
道
路
が
た
く
さ
ん

開
通
し
た
。
「
イ
オ
ン
」
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
建
設
も
相
次
い
だ
。
三
陸
鉄

道
の
全
面
復
旧
な
ど
、
復
興
の
〝
シ
ン
ボ
ル
〞
と
言
わ

れ
る
〝
い
い
話
〞
は
数
限
り
な
い
。

　

だ
が
、
10
年
経
っ
て
も
故
郷
に
帰
れ
な
い
人
々
、
甲

状
腺
が
ん
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
大

勢
い
る
。
津
波
に
流
さ
れ
、
原
発
事
故
に
息
の
根
を
止

め
ら
れ
た
中
小
・
零
細
の
商
店
や
工
場
は
再
生
不
能
だ
。

傍
か
ら
は
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
街

で
も
、
実
は
い
つ
の
間
に
か
主
人
公
が
入
れ
替
わ
っ
て

い
て…
。

　

そ
れ
で
も
東
京
五
輪
は
、〝
復
興
〞の
政
官
財
製
物
語

を
世
界
に
バ
ラ
撒
い
て
い
く
。
歴
史
は
か
く
し
て
創
ら

れ
る
の
か
。
創
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
嘘
八
百
だ

あ
ふ

き
わ

は
た

に
ぎ
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か
つ
て
通
っ
て
い
た
学
校
の
校
則
に
、
お

か
し
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？　

校
則
が
子
ど
も
の
人
格
、
尊
厳
に
及
ぼ
す
害

は
、
と
て
も
深
刻
で
す
。

　

福
岡
県
弁
護
士
会
は
今
年
２
月
、
校
則
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
福
岡
市
の
市

立
中
学
校
69
校
の
校
則
に
つ
い
て
調
査
検
討

し
、
「
校
則
に
関
す
る
調
査
報
告
書
」
に
ま

と
め
て
公
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
弁
護
士

会
は
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
「
中
学
校
校

則
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
」
を
公
表
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
校
則
と
し
て
制
服
（
標
準
服
）
の

着
用
や
ス
カ
ー
ト
丈
の
規
定
、
冬
服
と
夏
服

の
衣
替
え
は
も
ち
ろ
ん
、
靴
下
、
髪
型
、
持

ち
物
の
細
か
い
規
則
の
存
在
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
そ
の
校
則
の
指
導
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
生
徒
や
保
護
者
へ
の
聞
き
取

り
調
査
の
結
果
、
例
え
ば
（
ご
く
一
部
で
す

が
）
下
記
の
よ
う
な
事
実
が
出
て
き
ま
し
た
。

・
あ
る
教
科
で
は
「
校
則
ひ
と
つ
で
高
校
落

ち
る
ぞ
」
と
毎
回
20
分
ほ
ど
同
じ
話
を
さ

れ
る
。
授
業
を
し
て
欲
し
い
。

・
何
か
と
「
連
帯
責
任
」
を
取
ら
さ
れ
る
。

・
横
髪
が
少
し
で
も
耳
に
か
か
っ
て
い
る
と

「
部
活
や
め
ろ
」
と
言
わ
れ
る
。

・
コ
ロ
ナ
で
学
校
に
行
け
ず
５
月
下
旬
に

や
っ
と
入
学
で
き
た
の
に
、
入
学
し
て
す

ぐ
に
、
中
１
の
女
子
生
徒
が
男
の
先
生
か

ら
下
着
の
色
を
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
以
来
、

学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

・
も
と
も
と
髪
の
色
が
明
る
い
生
徒
に
対
し
、

毎
回
「
気
を
つ
け
な
さ
い
」
と
指
導
し
て

い
た
。

・
地
毛
な
の
に
２
カ
月
以
上
毎
日
職
員
室
に

髪
の
色
を
見
せ
に
い
か
さ
れ
た
。
保
護
者

が
抗
議
し
て
も
「
親
ぐ
る
み
の
こ
と
が
あ

る
か
ら
」
と
言
っ
て
続
け
さ
せ
ら
れ
た
。

・
生
徒
会
で
校
則
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
先
生
か
ら
校
則
の
議
論
は
し

て
は
な
ら
な
い
と
止
め
ら
れ
た
。

・
生
徒
総
会
で
校
則
に
関
す
る
質
問
が
出
た

ら
、
そ
れ
を
止
め
る
よ
う
に
先
生
か
ら
言

わ
れ
た
。

　

法
律
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
る

と
お
り
、
あ
る
共
同
体
に
全
員
が
「
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
」
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
ル
ー
ル
に
は
必
要
性
と
合
理
性

が
あ
る
は
ず
で
す
。
ポ
ニ
ー
テ
ー
ル
は
ダ
メ

だ
と
か
、
靴
ひ
も
の
色
は
白
と
か
、
そ
ん
な

ル
ー
ル
の
ど
こ
に
学
校
教
育
上
の
必
要
性
や

合
理
性
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
？　

子
ど
も
の

個
性
や
自
己
決
定
権
を
奪
う
無
駄
な
校
則
は
、

た
だ
た
だ
教
師
が
生
徒
を
支
配
す
る
た
め
の

道
具
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

合
理
性
も
必
要
性
も
な
い
理
不
尽
な
校
則

に
無
条
件
に
従
わ
せ
、
「
こ
ん
な
校
則
は
お

か
し
い
」
と
い
う
訴
え
を
無
視
し
た
り
封
じ

た
り
す
る
と
、
生
徒
は
自
ず
と
「
権
力
に
は

黙
っ
て
従
う
し
か
な
い
」
「
長
い
も
の
に
は

巻
か
れ
る
し
か
な
い
」
と
肌
で
〝
学
ん
で
〞

し
ま
い
ま
す
。
教
師
が
内
申
を
ど
う
書
く
か

ち
ら
つ
か
せ
て
生
徒
の
意
見
を
封
じ
る
の
は

脅
し
で
し
か
な
く
、
理
不
尽
な
ル
ー
ル
に
勇

気
を
出
し
て
声
を
あ
げ
、
議
論
す
る
よ
う
な

子
が
育
つ
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
権
力
に

「
従
順
」
な
人
間
を
育
て
て
し
ま
う
、
支
配

の
よ
う
な
生
活
指
導
は
即
刻
改
め
る
べ
き
で

す
（
異
論
を
許
さ
ず
排
除
し
、
恫
喝
し
て
忖

度
さ
せ
る
現
政
権
の
政
治
方
針
や
、
政
治
に

無
関
心
だ
っ
た
り
、
最
初
か
ら
諦
め
て
声
を

あ
げ
な
い
多
く
の
国
民
が
、
こ
こ
で
の
教
師

と
生
徒
と
、
と
て
も
似
て
い
る
こ
と
は
、
偶

然
と
は
い
え
な
い
も
の
を
感
じ
ま
す
）。

　

福
岡
弁
護
士
会
は
意
見
書
で
、
例
え
ば

「
下
着
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
校
則
に
規
定

が
あ
る
こ
と
に
よ
り
教
員
が
生
徒
の
下
着
を

目
視
し
て
違
反
調
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
、
生
徒
の
自
尊
心
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
権
の
侵
害
を
伴
う
も
の
で
あ
る
以
上
、

直
ち
に
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
」
な
ど
、
合
理

性
も
必
要
性
も
無
い
規
制
は
廃
止
か
見
直
し

が
必
要
な
こ
と
や
、
教
師
の
恣
意
的
な
指
導

や
不
当
な
指
導
は
人
権
侵
害
に
あ
た
る
と
厳

し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
校
則
の
調
査
や
見
直
し
は
、
全

国
的
に
も
行
わ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

＊
３
月
16
日
、
萩
生
田
大
臣
は
参
議
院
に
て

「
人
権
・
人
格
を
否
定
す
る
校
則
は
望
ま

し
く
な
い
」
「
お
か
し
な
校
則
を
変
え
よ

う
と
生
徒
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
は
い
い
こ

と
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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